
 

 探究活動キャンプでは、全道各地の高校生が地元の課

題を発見し、その解決に向けて研究に取り組み、発表を

行うものです。これまでの活動で多くの高校生と交流を

し、発表を重ねてきました。最初の発表では他者に分か

りやすく伝えることが難しいと感じましたが、発表や交

流を重ねるなかで自分たちが活動してきたことをより分

かりやすく人に伝えることができました。 

 また、課題解決に向けて自分たちで解決方法を考える

力や協力して実行する力を身につけることができまし

た。研究にあたって「町の魅力に関するアンケート」調

査へのたくさんのご協力ありがとうございました。この

活動を通して身につけた力を、今後の活動に活かしてい

きたいと思います。      ２年 C組 住吉 花梨 

  

 
 
 
 
 
 

   （令和 4 年２月２１日発行） 

北海道浦河高等学校 
(全日制 総合学科) 

〒057-0006 浦河郡浦河町東町かしわ 1-5-1 

TEL：(0146)22-3041 FAX：(0146)22-2814 

URL：http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/ 
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北海道地域防災マスター研修会 

探究活動キャンプ 

２月６日 北海道地域防災マスター研修会を実施しました。 

今後は「北海道地域防災マスター」として認定を受け、地域活動に貢献していくこととなります。 

 地域防災マスターでは、消防による応急救護研修や室蘭地方気象台に

よる講義や演習を受け、地震が多い地域だからこそ必要な知識を身につ

けることができ、将来に役立てられるものとなりました。 

 また、災害について心のどこかで「自分は大丈夫。」と思っていた部分

もありましたが、自分の周りでもいつ大地震が来てもおかしくないとい

うことを知り、もしもの時に備えておくことの大切さを改めて観じまし

た。そして実際に災害が起きてしまった時、周りが避難していないから

自分もしないのではなく、率先して声をかけるなどをし、行動できるよ

うな人になりたいと思います。        ２年 C組 塩谷 侑花 

探究活動キャンプでは２年次４名が集まり、地域振興をテーマに 

研究を進めています。そのなかで探究の成果が認められ、３月１９日（土）に北海道大学で実施される 

「高校生探究サミット」にて成果発表を行うことが決定しました。 



「浦高だより」はカラー版で浦河高校ホームページからもご覧いただけます。（http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/） 

 
幼児教育講話 家庭科 保育講話 

令和３年度 商業系検定取得状況（３年次 情報ビジネス系列） 

浦河フレンドようちえん園長 井原鎭様より、希望

者を対象に幼児教育講話を実施いただき、幼児教

育のあり方を教えていただきました。 

札幌相談専門助産院あさ 代表助産師よしゆうこ様

より、１・２年次を対象とした保育講話を実施いた

だき、保育に関する知識を深めました。 

８種目 三上 唯憂香 

６種目 大塚 月愛 

５種目 阿部 愛彩 

４種目 飯田 鈴音   能登 愛架 

３種目 井上 仁瑚   金子 里桜 

    佐々木 颯太  坂木 豪 

    砂子澤 陸   本間 千亜希 

    西館 実桜   村下 拳之涼 

    能登 悠架   横山 純季 

    早川 友貴 七段 三上 唯憂香 

五段 大塚 月愛 

四段 井上 仁瑚 

   砂子澤 陸 

全商検定１級３種目以上取得者 

全経電卓計算能力検定 段位取得者 

 

全商検定１級取得状況 

簿記 １１名 

電卓 ２１名 

珠算  ３名 

ビジネス文書 １１名 

情報処理（ビジネス情報） ３名 

情報処理（プログラミング）１名 

商業経済 １７名 

会計実務 ２名 

全商検定１級８種目取得！ 三上 唯憂香さんへ インタビュー 

Ｑ１ 一番大切にしていたことは？ 

Ａ１ 普段の授業です。授業内で大部分を理解し、分からなかったところのみを家庭学習で補いました。 

Ｑ２ おすすめの勉強法は？ 

Ａ２ 自分で分からなかったところだけをまとめたノートを作ることです。検定前は 

そのノートを見返すようにしていました。 

Ｑ３ 浦高生に向けてメッセージ 

Ａ３ 自分なりに目標を決めることが大切だと思います。具体的な目標を決めた方が、

やりたいことややるべきことを意識しやすくなりました。 

 


